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論文内容の要旨
本論文は，ロレンスのヴィジョンを論じた序論(第 1 章)， 0. レンスの文体についてその一般的な
特色を論じた総論(第 2 章)と， 9 編のロレンスの長編小説についてその文体の推移をその構造と結
びつけながら論じた各論(第 3 章一第10章) , それにロレンスの二編の劇と一編の未完の小説につい



















問題について， E. カシラーの説に基づいて M. スピルカが区別した「言語の高い方の層」と「言語の
低い方の層J ， すなわち静的で、超時間的なキリスト教的無限と原始的な超自然的な力とが， ロレンス
においては決して個別的に存在するものではなく，それぞれが依存し合う関係にある時，その表現に
は最も強い生命が与えられるものだと主張する口
第 3 章 The White Peacock. この小説を一方的に「未熟な」作品として不当に過小評価する諸
家の意見に対して，この作品を正当に評価する必要を説き，これを長短両面から考察しようとする。
まず視点、の操作に関して，視点、の不統ーのために作者と語り手シリルが混同されていることを遺憾と





第 4 章 The Trespasser. この小説にも視点の操作の不備，又低次元の感傷趣味を払拭出来ずに
いるという欠点があるにもかかわらず\この小説がテーマの上で前作から始まり次作の SOIl S alld 
Lovers に至るロレンスの思想遍歴の中で主張すべき位置を占めていることを論じ，又言語の質にお
いては次作の SOIl S alld Lovers に繋がるが，文体的には極めて生命的，かっ堅実であり，むしろ
SOIlS alld Lovers を飛び越えて第 4 作 The Raiubow を直接指向することを，前章同様， 修辞的表
現や各種のイメジャリーについて詳しく論証する。
第 5 章 SOIlS alld Lovers. この小説の前半部における，余剰な表現を払拭した，冷静かっ透明
でありながら作家独自の新鮮な感性を余す所なく伝える写実的文体と，後半部における， Womell il 














第 6 章 The Rainbow. この小説が 3 代にわたる男女の生活を基礎とし， それぞれの人物の成長
過程を辿るという意味において教養小説としての一面を持つものでありながら，その作品の構成が単
にストーリーの発展にではなくイメージの展開に基礎をおく点において，単なる教養小説とは異なる




に現われる r虹」へと発展してゆくことを指摘する。つづいて， 2 代目，ウィリアムとアナについて，






















第 9 章 The Plumed Serpellt. この小説では，前の諸作から発展した「星J ， í樹」のイメージ






第10章 Lady Chatterley' s Lover. 作者が幾多の挿話や文体の使用経験を経て，この小説では
最もよく整理された筋と最も透明な文体を持つに至ったことを説き，作者がここに醒めた文明批評家
として再生したことを力強く説いて，この最後の小説論を明快に締め括る。
第11章 失われた文脈一一ロレンスにおける喜劇性。二編の劇作品 The Married Mall と The
Merry-Go-RoUlld から未完の小説 Mr. NOOll に至る作品に表われ，それ以後失われることになる作者
のヒューマー，作者の今ひとつの文体的特色である喜劇的文脈を考察し，これを付説として加える。
論文の審査結果の要旨








すとする SOllS alld L overs 論と，イメジャリーが変化を伴って展開する過程を詳細に考察する The
Raillbow論は，その意味で圧巻である。
しかし本論文にも疑点がないわけではない。まず第一に問題の扱い方にむらがあることである。初
期の作品 The White Peacock と The Trespasser は未熟な作品であるにもかかわらず\後の作品へ
の文体的萌芽を含むがゆえにやや過大な扱いを受けているのに反して， Womell il Love以後の作品
は凶ずれも成熟期の作品であり，殊に Womell il Love は SOllS alld Lovers や The Raillbow と並
ぶ傑作で、あるにもかかわらず，文体上の発展を示さないという理由で過小評価され不当に組略に扱わ
れている。又個々の小説論の場合も同様で、，例えば SOllS alld Lovers において， 先に出てくるポ
ールとミリアムの挿話の叙述に比べて，後の方のポールとクレアラのそれが不当に簡略であるのも，
同じ文体上の理由によるものであろう。さらに，文体論という学問の性質上，細かいイメージや文脈
等に注意を集中する結果，作品全体に十分目が届かないということである。つまり，上にも触れたよ
うに，作品の評価に往々誤算があるということである。しかしながら，これはむしろ未だ発展途上に
ある文体論そのものによるものであって，本論文の先駆的研究としての価値は高く評価されなければ
ならないであろう。
以上の観点から本論文は文学博士の学位を授与するに十分適格で、あることを認定する次第である。
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